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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CGMPの設定の前提条件
CGMPを設定する際の前提条件は次のとおりです。

•複数のシスコCGMP対応デバイスがスイッチドネットワークに接続されていて、ip cgmp
proxyコマンドを使用する必要がある場合は、すべてのデバイスを同じCGMPオプション
を使用して設定し、他社製のルータよりも IGMPクエリアになる優先順位を上げてくださ
い。

• CGMPを使用するには、3560-CXスイッチで IP Servicesフィーチャセットがイネーブル
になっている必要があります。
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CGMPの制約事項
次に、CGMPの制約事項を示します。

• CGMPとHSRPv1は両立できません。CGMP脱退処理とHSRPv1を同時にイネーブルにで
きません。ただし、CGMPと HSRPv2は同時にイネーブルにできます。

CGMPに関する情報
CiscoGroupManagement Protocol、またはCGMPサーバーサポートはdeviceで提供されます。ク
ライアント側機能は提供されません。deviceは、IGMPスヌーピングをサポートしない、CGMP
クライアント機能が組み込まれているデバイス用の CGMPサーバーとして機能します。

CGMPはレイヤ 2 Catalyst devicesに接続された Ciscoルータおよびマルチレイヤdevicesで使用
されるプロトコルであり、IGMPで実行される作業と同様の作業を実行します。CGMPを使用
すると、レイヤ 2グループメンバーシップ情報をCGMPサーバからdeviceに通信できます。こ
れにより、deviceはすべてのdeviceインターフェイスにマルチキャストトラフィックをフラッ
ディングしないで、マルチキャストメンバーが存在する場所（インターフェイス）を取得でき

るようになります。（IGMPスヌーピングは、マルチキャストパケットのフラッディングを抑
制するためのもう 1つの方法です）。

CGMPが必要となるのは、レイヤ 2 deviceで IPマルチキャストデータパケットと IGMPレポー
トメッセージを区別できないためです。これらはともにMACレベルで、同じグループアドレ
スにアドレス指定されます。

CGMPサーバサポートのイネーブル化
複数のシスコCGMP対応デバイスがスイッチドネットワークに接続されていて、ip cgmpproxy
コマンドを設定する場合は、すべてのデバイスを同じ CGMPオプションを使用して設定し、
他社製のルータよりも IGMPクエリアになる優先順位を上げてください。deviceインターフェ
イスで CGMPサーバーをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. ip cgmp [proxy | router-only]
5. end
6. show running-config
7. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを入力しま

す。
スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

レイヤ 2 Catalyst deviceに接続されたインターフェイ
スを指定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface

ステップ 3

gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスでCGMPをイネーブルにします。ip cgmp [proxy | router-only]

例：

ステップ 4

デフォルトでは、CGMPはすべてのインターフェイ
ス上でディセーブルです。

スイッチ(config-if)# ip cgmp proxy
CGMPをイネーブルにすると、CGMP Joinメッセー
ジが送信されます。レイヤ 2 Catalyst devicesに接続
されたレイヤ 3インターフェイスでだけ、CGMPを
イネーブルにします。

（任意）proxyキーワードを入力すると、CGMPプ
ロキシ機能がイネーブルになります。プロキシルー

タは、CGMP非対応ルータのMACアドレス、およ
びグループアドレス 0000.0000.0000が格納された
CGMP Joinメッセージを送信し、CGMP非対応ルー
タが存在することをアドバタイズします。
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目的コマンドまたはアクション

CGMPプロキシを実行するには、deviceを
IGMPクエリアに設定する必要がありま
す。ip cgmp proxyコマンドを設定する場
合は、ネットワークで動作中の IGMPの
バージョンに応じて、IPアドレスが最大ま
たは最小のdeviceが IGMPクエリアになる
ように IPアドレスを手動で操作する必要
があります。IGMPバージョン 2クエリア
は、インターフェイスの最小の IPアドレ
スに基づいて選択されます。IGMPバー
ジョン1クエリアは、インターフェイスで
使用されるマルチキャストルーティング

プロトコルに基づいて選択されます。

（注）

インターフェイス上で CGMPをディセー
ブルにするには、no ip cgmpインターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドを

使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 6

スイッチ# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config
startup-config

次のタスク

レイヤ 2 Catalyst device CGMPクライアントの設定を確認します。詳細については、製品に付
属のマニュアルを参照してください。
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CGMPのモニタリング
IPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示で
きます。

このリリースでは、ルート単位の統計情報がサポートされていません。（注）

また、リソースの使用状況を学習し、ネットワーク問題を解決するための情報を表示すること

もできます。さらに、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、そのパケットが経由する

ネットワーク内のパスを検出することもできます。

次の表に示す特権EXECコマンドのいずれかを使用すると、さまざまなルーティング統計情報
を表示できます。

表 1 :システムおよびネットワーク統計情報を表示するコマンド

目的コマンド

マルチキャストグループアドレスにインター

ネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エ
コー要求を送信します。

ping [group-name | group-address]

スイッチに直接接続されており、IGMPを介し
て学習したマルチキャストグループを表示し

ます。

show ip igmp groups [group-name | group-address
| type number]

インターフェイスのマルチキャスト関連情報

を表示します。

show ip igmp interface [type number]

IP高速スイッチングキャッシュの内容を表示
します。

show ip mcache [group [source]]

循環キャッシュヘッダーバッファの内容を表

示します。

show ip mpacket [source-address | name]
[group-address | name] [detail]

IPマルチキャストルーティングテーブルの内
容を表示します。

show ip mroute [group-name | group-address]
[source] [summary] [count] [active kbps]

PIMに対して設定されたインターフェイスに
関する情報を表示します。このコマンドは、

すべてのソフトウェアイメージで使用できま

す。

show ip pim interface [type number] [count]
[detail]

スイッチによって検出された PIMネイバーの
リストを示します。このコマンドは、すべて

のソフトウェアイメージで使用できます。

show ip pim neighbor [type number]

CGMPの設定
5

CGMPの設定

CGMPのモニタリング



目的コマンド

スパースモードのマルチキャストグループに

関連付けられたRPルータを表示します。この
コマンドは、すべてのソフトウェアイメージ

で使用できます。

show ip pim rp [group-name | group-address]

スイッチの RPFの実行方法（ユニキャスト
ルーティングテーブル、DVMRPルーティン
グテーブル、またはスタティックマルチキャ

ストルーティングのいずれか）を表示します。

show ip rpf {source-address | name}

SessionAnnouncement Protocol（SAP）バージョ
ン 2キャッシュを表示します。

show ip sap [group | session-name | detail]

CGMPの設定
6

CGMPの設定

CGMPのモニタリング



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


